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第 1は、亀山（1983 ～ 1985）の研究である。亀山は『近代日本看護史Ⅰ－日本赤十字社と看護－』、
『近代日本看護史Ⅱ－戦争と看護－』、『近代日本看護史Ⅲ－宗教と看護－』、『近代日本看護史Ⅳ－看護
婦と医師－』を世に送り出した 5）。近代全般を分析対象とする看護史研究はいくつかあるが、制度、









































そこで、以下では、日本赤十字社の歴史に関する基本文献である 1877 年から 1911 年を対象とした
『日本赤十字社史稿』13）、1908 年から 1922 年の『日本赤十字社史続稿－明治四十一年至大正十一年－
上巻』14）、1923 年から 1935 年の『日本赤十字社社史稿－自大正十二年至昭和十年－第 4巻』15）、1936
年から 1945 年の『日本赤十字社社史稿－自昭和十一年至昭和二十年－第 5巻』16）を主に用い、日本
赤十字社の会計規則の変遷をたどる。
（1）日本赤十字社会計規則





うとある（第三條）。ここで示される「社員」とは、「1年に 3円以上 12 円以下を出す者」と規定され、
















属する救護準備費または非常部繰入のみに支出するものとされた 20）。さらに 1918 年に「常備資金」、
「本部建造物減損補填資金」が新たに加わり 21）、1919 年を最後に「特別資金」項目は消滅した。そし




























































1903 年 3 月に、日本赤十字社は「基金部」における根基資金蓄積に関する計画を発表した。その中
身は、1902 年における根基資金 420 万円を基礎とし、1903 年以降 10 年間、毎年 110 万円を積立て、









配分率は 100 分の 80 に増加している。これは根基資金が 1500 万円に達した結果としての配分率上昇
であった。この増加を受け、本部は、1912 年から 8年間に資金を蓄積して支部経済の基盤を固めるよ
















第 1に社員数（E）は、1909 年に 150 万人、1920 年に 200 万人、1928 年に 250 万人、1938 年に 300
万人、1940 年に 400 万人をそれぞれ突破している（表 2）。つまり、日本赤十字社の社員は一貫して増








挙行せしもの明治 41 年から 44 年の間殊に多数にして此の機会において新たに社員を増募せしもの 6












なものであったか。まず、1922年 4月の常議会で日本赤十字社社長が 1926年の創立 50周年にあわせ、




の確保のために社員 50 万人増募の計画を出した 40）。1936 年から 1945 年にかけては、各支部が社員の
勧誘と増強のために尽力し成果を出した委員部および分区を表彰したとある 41）。例えば、鹿児島支部




















（B）を見る限り 1920 年代から 30 年代にかけては明らかに伸び悩んでおり、歳入全体に占める年醵金
の割合もまた1920年代以降低下傾向にある。なぜこのようなことになっているかを示す以下の記述が
ある。「社員が年と共に増加するにしたがい年醵金の義務を終了するもの続出し今や納期中の社員は総
数の 10 分の 7に過ぎず 45）、」「又社員の数 250 万人を超ゆるもその過半即ち約 6割は義務醵金完納者


























の上昇は根基資金目標の達成によるもの 48）、1912 年からの配分率の上昇は支部経済の強化のため 49）
であった。1920 年からの支部への年醵金交付の配分率の上昇は、結核予防事業との関連から以下のよ
うな説明があった。








てるため、年醵金交付率は 100 分の 10 に引き下げられ、1933 年以降は本部の財政がやや悪化している
と見通しがあったため指定寄付金についても実収額の 100 分の 10 を本社に送納することになった 51）。
このような操作の結果が、表 4における「本部における歳入決算の推移」と表 5における「支部に
おける歳入決算の推移」である。











































した 55）。本社はまず臨時震災救護部を設け、予算 500 万円を決議し、非常部会計を設けて経理した。
本予算決議の際にあった救護準備資金 168 万円では足りず、アメリカ赤十字社からの寄贈金 20 万円、
根基資金から 330 万円の繰替借を財源に充てた 56）。すなわち、1911 年に完了した根基資金の蓄積が、
災害救護という日本赤十字社にとって最も重要な任務を下支えしたのであった。但し、この際に拠出
































る。資金については、1920 年から経常費に属する事業となり、年醵金実収額の 100 分の 1が交付され
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表 1：支部の交付金歩合の変遷過程
表 2：科目別歳入全体における年醵金、寄付金および社員数の推移 (1908~ 1940）
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㻝㻥㻝㻟 㻠㻘㻤㻥㻞 㻞㻘㻞㻡㻞 㻠㻢㻚㻜 㻞㻣㻥 㻞㻘㻡㻟㻝 㻡㻝㻚㻣 㻝㻘㻢㻟㻞
㻝㻥㻝㻠 㻠㻘㻥㻝㻠 㻞㻘㻜㻤㻥 㻠㻞㻚㻡 㻟㻞㻥 㻞㻘㻠㻝㻤 㻠㻥㻚㻞 㻝㻘㻢㻥㻠
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表 3：歳入全体に占める基金部繰入金の割合（1923 ～ 1940）
㻝㻥㻞㻟 㻝㻞㻘㻡㻝㻞 㻟㻘㻜㻣㻥 㻞㻠㻚㻢 㻞㻘㻡㻝㻝 㻠㻠㻚㻣
㻝㻥㻞㻠 㻝㻞㻘㻥㻣㻥 㻞㻘㻢㻣㻤 㻞㻜㻚㻢 㻞㻘㻤㻟㻡 㻠㻞㻚㻡
㻝㻥㻞㻡 㻝㻡㻘㻟㻤㻤 㻞㻘㻤㻡㻡 㻝㻤㻚㻢 㻟㻘㻠㻡㻠 㻠㻝㻚㻜
㻝㻥㻞㻢 㻝㻠㻘㻤㻤㻝 㻞㻘㻟㻡㻠 㻝㻡㻚㻤 㻟㻘㻜㻥㻥 㻟㻢㻚㻢
㻝㻥㻞㻣 㻝㻟㻘㻣㻜㻝 㻞㻘㻢㻜㻠 㻝㻥㻚㻜 㻞㻘㻡㻥㻥 㻟㻤㻚㻜
㻝㻥㻞㻤 㻝㻡㻘㻣㻣㻠 㻞㻘㻥㻢㻟 㻝㻤㻚㻤 㻠㻘㻝㻤㻤 㻠㻡㻚㻟
㻝㻥㻞㻥 㻝㻡㻘㻡㻟㻝 㻟㻘㻝㻟㻟 㻞㻜㻚㻞 㻞㻘㻥㻢㻜 㻟㻥㻚㻞
㻝㻥㻟㻜 㻝㻟㻘㻢㻠㻣 㻞㻘㻢㻟㻢 㻝㻥㻚㻟 㻞㻘㻠㻡㻡 㻟㻣㻚㻟
㻝㻥㻟㻝 㻝㻟㻘㻣㻢㻥 㻞㻘㻣㻤㻝 㻞㻜㻚㻞 㻞㻘㻡㻥㻥 㻟㻥㻚㻝
㻝㻥㻟㻞 㻝㻠㻘㻜㻤㻠 㻝㻘㻤㻝㻢 㻝㻞㻚㻥 㻞㻘㻜㻥㻣 㻞㻣㻚㻤
㻝㻥㻟㻟 㻝㻢㻘㻟㻝㻜 㻟㻘㻠㻞㻟 㻞㻝㻚㻜 㻞㻘㻥㻟㻣 㻟㻥㻚㻜
㻝㻥㻟㻠 㻝㻥㻘㻠㻢㻡 㻝㻘㻡㻟㻜 㻣㻚㻥 㻟㻘㻟㻣㻣 㻞㻡㻚㻞
㻝㻥㻟㻡 㻝㻤㻘㻤㻜㻣 㻞㻘㻢㻥㻟 㻝㻠㻚㻟 㻞㻘㻥㻝㻟 㻞㻥㻚㻤
㻝㻥㻟㻢 㻞㻜㻘㻟㻢㻤 㻝㻘㻤㻞㻟 㻥㻚㻜 㻟㻘㻡㻟㻡 㻞㻢㻚㻟
㻝㻥㻟㻣 㻞㻝㻘㻝㻠㻞 㻞㻘㻜㻜㻣 㻥㻚㻡 㻟㻘㻠㻤㻞 㻞㻢㻚㻜
㻝㻥㻟㻤 㻞㻤㻘㻜㻞㻥 㻞㻘㻝㻠㻞 㻣㻚㻢 㻣㻘㻤㻠㻥 㻟㻡㻚㻢
㻝㻥㻟㻥 㻟㻢㻘㻡㻥㻤 㻞㻘㻠㻟㻟 㻢㻚㻢 㻥㻘㻣㻣㻣 㻟㻟㻚㻠
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表 4：本部における歳入決算の推移（1908 ～ 1940）
注：1936 年以降においては、（A)と（B）項目は一括して「年醵金」となっているため、上記記載となっている。
出所： 日本赤十字社編、前掲書（1929）、1306 ～ 1307 頁、日本赤十字社編、前掲書（1957）、555 ～ 556 頁、日本
赤十字社編、前掲書（1969）、464 ～ 465 頁。
198 山下　麻衣
表 5：支部における歳入決算の推移 (1908~ 1940）
㻝㻥㻜㻤 㻥㻠㻥 㻝㻜 㻝㻠㻝 㻌㻙 㻝㻘㻞㻣㻡 㻝㻘㻝㻜㻜 㻤㻢㻚㻟 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻜㻥 㻝㻘㻜㻡㻞 㻝㻝 㻝㻤㻝 㻌㻙 㻝㻘㻠㻟㻠 㻝㻘㻞㻠㻠 㻤㻢㻚㻤 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻜 㻝㻘㻞㻣㻢 㻢 㻝㻟㻜 㻌㻙 㻝㻘㻢㻟㻣 㻝㻘㻠㻝㻞 㻤㻢㻚㻟 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻝 㻝㻘㻟㻜㻡 㻠 㻞㻣㻝 㻌㻙 㻝㻘㻣㻤㻟 㻝㻘㻡㻤㻜 㻤㻤㻚㻢 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻞 㻝㻘㻤㻣㻣 㻠 㻝㻤㻠 㻌㻙 㻞㻘㻟㻞㻡 㻞㻘㻜㻢㻡 㻤㻤㻚㻤 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻟 㻝㻘㻣㻝㻤 㻝 㻞㻝㻞 㻌㻙 㻞㻘㻞㻞㻥 㻝㻘㻥㻟㻝 㻤㻢㻚㻢 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻠 㻝㻘㻣㻥㻠 㻞 㻞㻤㻢 㻌㻙 㻞㻘㻠㻣㻢 㻞㻘㻜㻤㻞 㻤㻠㻚㻝 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻡 㻝㻘㻣㻝㻜 㻝 㻟㻟㻞 㻌㻙 㻞㻘㻠㻤㻡 㻞㻘㻜㻠㻟 㻤㻞㻚㻞 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻢 㻝㻘㻡㻣㻞 㻝 㻞㻟㻥 㻌㻙 㻞㻘㻞㻥㻝 㻝㻘㻤㻝㻞 㻣㻥㻚㻝 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻣 㻝㻘㻢㻟㻜 㻞㻝 㻟㻥㻠 㻌㻙 㻞㻘㻢㻝㻡 㻞㻘㻜㻠㻡 㻣㻤㻚㻞 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻤 㻝㻘㻢㻥㻡 㻝㻜 㻡㻣㻠 㻌㻙 㻞㻘㻥㻥㻜 㻞㻘㻞㻣㻥 㻣㻢㻚㻞 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻝㻥 㻝㻘㻣㻠㻢 㻞㻥 㻤㻜㻜 㻌㻙 㻟㻘㻠㻝㻟 㻞㻘㻡㻣㻡 㻣㻡㻚㻠 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻞㻜 㻝㻘㻣㻝㻢 㻟㻞 㻤㻤㻟 㻌㻙 㻟㻘㻡㻜㻡 㻞㻘㻢㻟㻝 㻣㻡㻚㻝 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻞㻝 㻝㻘㻣㻝㻢 㻝 㻠㻞㻥 㻌㻙 㻟㻘㻝㻝㻤 㻞㻘㻝㻠㻢 㻢㻤㻚㻤 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻞㻞 㻝㻘㻤㻡㻤 㻡 㻣㻠㻞 㻌㻙 㻟㻘㻢㻞㻞 㻞㻘㻢㻜㻡 㻣㻝㻚㻥 㻌㻙 㻌㻙
㻝㻥㻞㻟 㻝㻘㻢㻣㻣 㻌㻙 㻠㻢㻢 㻥㻠㻜 㻟㻘㻞㻡㻜 㻞㻘㻝㻠㻟 㻢㻡㻚㻥 㻟㻘㻜㻤㻟 㻥㻠㻚㻥
㻝㻥㻞㻠 㻝㻘㻣㻜㻥 㻝㻡 㻢㻝㻢 㻥㻟㻥 㻟㻘㻡㻥㻢 㻞㻘㻟㻠㻜 㻢㻡㻚㻝 㻟㻘㻞㻣㻥 㻥㻝㻚㻞
㻝㻥㻞㻡 㻥㻝㻤 㻡 㻝㻘㻞㻝㻡 㻝㻘㻜㻟㻣 㻠㻘㻡㻣㻥 㻞㻘㻝㻟㻤 㻠㻢㻚㻣 㻟㻘㻝㻣㻡 㻢㻥㻚㻟
㻝㻥㻞㻢 㻣㻞㻡 㻞 㻤㻜㻣 㻝㻘㻜㻟㻟 㻟㻘㻣㻟㻡 㻝㻘㻡㻟㻠 㻠㻝㻚㻝 㻞㻘㻡㻢㻣 㻢㻤㻚㻣
㻝㻥㻞㻣 㻡㻣㻣 㻜 㻠㻟㻥 㻝㻘㻜㻞㻥 㻟㻘㻞㻡㻢 㻝㻘㻜㻝㻢 㻟㻝㻚㻞 㻞㻘㻜㻠㻡 㻢㻞㻚㻤
㻝㻥㻞㻤 㻡㻞㻢 㻝 㻝㻘㻟㻞㻡 㻥㻤㻢 㻠㻘㻞㻜㻣 㻝㻘㻤㻡㻞 㻠㻠㻚㻜 㻞㻘㻤㻟㻤 㻢㻣㻚㻡
㻝㻥㻞㻥 㻡㻠㻜 㻞 㻢㻥㻟 㻥㻣㻝 㻟㻘㻡㻝㻠 㻝㻘㻞㻟㻡 㻟㻡㻚㻝 㻞㻘㻞㻜㻢 㻢㻞㻚㻤
㻝㻥㻟㻜 㻞㻥㻝 㻜 㻣㻝㻤 㻥㻣㻟 㻟㻘㻟㻠㻠 㻝㻘㻜㻜㻥 㻟㻜㻚㻞 㻝㻘㻥㻤㻞 㻡㻥㻚㻟
㻝㻥㻟㻝 㻝㻘㻞㻝㻞 㻜 㻢㻣㻠 㻝㻘㻜㻜㻜 㻟㻘㻟㻝㻡 㻝㻘㻤㻤㻢 㻡㻢㻚㻥 㻞㻘㻤㻤㻢 㻤㻣㻚㻝
㻝㻥㻟㻞 㻝㻘㻞㻞㻝 㻜 㻡㻜㻠 㻝㻘㻜㻞㻡 㻟㻘㻞㻜㻢 㻝㻘㻣㻞㻡 㻡㻟㻚㻤 㻞㻘㻣㻡㻜 㻤㻡㻚㻤
㻝㻥㻟㻟 㻝㻘㻠㻞㻠 㻝 㻌㻙 㻝㻘㻜㻟㻡 㻠㻘㻝㻣㻢 㻝㻘㻠㻞㻡 㻟㻠㻚㻝 㻞㻘㻠㻢㻜 㻡㻤㻚㻥
㻝㻥㻟㻠 㻝㻘㻡㻞㻞 㻜 㻌㻙 㻥㻜㻥 㻠㻘㻝㻢㻤 㻝㻘㻡㻞㻞 㻟㻢㻚㻡 㻞㻘㻠㻟㻝 㻡㻤㻚㻟
㻝㻥㻟㻡 㻝㻘㻡㻠㻡 㻝 㻌㻙 㻤㻜㻟 㻠㻘㻝㻝㻡 㻝㻘㻡㻠㻢 㻟㻣㻚㻢 㻞㻘㻟㻠㻥 㻡㻣㻚㻝
㻝㻥㻟㻢 㻝㻘㻣㻜㻞 㻜 㻝㻘㻞㻣㻥 㻣㻢㻟 㻠㻘㻣㻝㻣 㻞㻘㻥㻤㻝 㻢㻟㻚㻞 㻟㻘㻣㻠㻠 㻣㻥㻚㻠
㻝㻥㻟㻣 㻝㻘㻣㻠㻥 㻜 㻝㻘㻝㻣㻝 㻣㻡㻣 㻠㻘㻥㻢㻠 㻞㻘㻥㻞㻜 㻡㻤㻚㻤 㻟㻘㻢㻣㻣 㻣㻠㻚㻝
㻝㻥㻟㻤 㻞㻘㻤㻡㻝 㻜 㻟㻘㻞㻤㻝 㻣㻝㻝 㻤㻘㻣㻥㻤 㻢㻘㻝㻟㻞 㻢㻥㻚㻣 㻢㻘㻤㻠㻟 㻣㻣㻚㻤
㻝㻥㻟㻥 㻟㻘㻥㻣㻠 㻜 㻠㻘㻠㻥㻟 㻣㻡㻢 㻝㻜㻘㻣㻞㻡 㻤㻘㻠㻢㻣 㻣㻤㻚㻥 㻥㻘㻞㻞㻟 㻤㻢㻚㻜





















出所： 日本赤十字社編、前掲書（1929）、1316 ～ 1317 頁、日本赤十字社編、前掲書 (1957）、564 頁、日本赤十字
社編、前掲書（1969）、466 頁。
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表 6：根基資金の内訳（1908 ～ 1940）
༢఩䠖༓෇
すᬺ䠄ᖺ䠅 ๓ᖺᗘ⧞㉺ ᮏᖺᗘ⛣✚ ྜィ
㻝㻥㻜㻤 㻤㻘㻝㻝㻥 㻝㻘㻡㻢㻣 㻥㻘㻢㻤㻣
㻝㻥㻜㻥 㻥㻘㻢㻤㻣 㻝㻘㻠㻡㻢 㻝㻝㻘㻜㻠㻟
㻝㻥㻝㻜 㻝㻝㻘㻝㻠㻟 㻞㻘㻟㻤㻡 㻝㻟㻘㻡㻞㻥
㻝㻥㻝㻝 㻝㻟㻘㻡㻞㻥 㻝㻘㻠㻣㻜 㻝㻡㻘㻜㻜㻜
㻝㻥㻝㻞 㻝㻡㻘㻜㻜㻜 䞊 㻝㻡㻘㻜㻜㻜
㻝㻥㻝㻟 㻝㻡㻘㻜㻜㻜 䞊 㻝㻡㻘㻜㻜㻜
㻝㻥㻝㻠 㻝㻡㻘㻜㻜㻜 䞊 㻝㻡㻘㻜㻜㻜
㻝㻥㻝㻡 㻝㻡㻘㻜㻜㻜 㻜 㻝㻡㻘㻜㻜㻜
㻝㻥㻝㻢 㻝㻡㻘㻜㻜㻜 㻝 㻝㻡㻘㻜㻜㻞
㻝㻥㻝㻣 䞊 㻞㻥 㻝㻡㻘㻜㻜㻞
㻝㻥㻝㻤 㻝㻡㻘㻜㻞㻝 㻥 㻝㻡㻘㻜㻟㻝
㻝㻥㻝㻥 㻝㻡㻘㻜㻟㻝 㻞 㻝㻡㻘㻜㻟㻟
㻝㻥㻞㻜 㻝㻥㻘㻜㻟㻟 㻞 㻞㻜㻘㻜㻞㻞
㻝㻥㻞㻝 㻝㻥㻘㻜㻟㻣 㻡 㻝㻥㻘㻥㻥㻟
㻝㻥㻞㻞 㻝㻥㻘㻜㻠㻢 㻣 㻞㻜㻘㻜㻞㻝
㻝㻥㻞㻟 㻝㻥㻘㻜㻠㻢 㻝㻤㻞 㻞㻝㻘㻣㻠㻢
㻝㻥㻞㻠 㻞㻜㻘㻤㻠㻥 㻤 㻞㻝㻘㻤㻜㻢
㻝㻥㻞㻡 㻝㻡㻘㻢㻥㻤 㻝㻠 㻝㻢㻘㻡㻣㻡
㻝㻥㻞㻢 㻝㻡㻘㻡㻜㻟 㻟㻝㻠 㻝㻢㻘㻢㻟㻡
㻝㻥㻞㻣 㻝㻡㻘㻤㻜㻤 㻟㻞㻤 㻝㻢㻘㻥㻤㻜
㻝㻥㻞㻤 㻝㻢㻘㻝㻝㻠 㻟㻠㻝 㻝㻣㻘㻞㻤㻥
㻝㻥㻞㻥 㻝㻢㻘㻠㻟㻞 㻟㻜㻠 㻝㻣㻘㻡㻣㻢
㻝㻥㻟㻜 㻝㻢㻘㻣㻢㻜 㻞㻠㻢 㻝㻣㻘㻣㻥㻜
㻝㻥㻟㻝 㻝㻣㻘㻜㻢㻢 㻞㻡㻢 㻝㻤㻘㻞㻜㻝
㻝㻥㻟㻞 㻝㻣㻘㻟㻢㻣 㻞㻟㻞 㻝㻤㻘㻡㻣㻝
㻝㻥㻟㻟 㻝㻣㻘㻢㻝㻢 㻟㻡㻝 㻝㻤㻘㻤㻝㻜
㻝㻥㻟㻠 㻝㻤㻘㻜㻠㻝 㻟㻥㻤 㻝㻥㻘㻟㻡㻠
㻝㻥㻟㻡 㻝㻤㻘㻡㻞㻟 㻞㻜㻥 㻝㻥㻘㻢㻜㻠
㻝㻥㻟㻢 㻝㻤㻘㻤㻟㻡 㻝㻟㻞 㻝㻥㻘㻣㻣㻢
㻝㻥㻟㻣 㻝㻤㻘㻥㻢㻤 㻢㻝 㻝㻥㻘㻤㻡㻞
㻝㻥㻟㻤 㻝㻠㻘㻞㻝㻜 㻥㻞 㻝㻠㻘㻥㻢㻣
㻝㻥㻟㻥 㻝㻝㻘㻣㻢㻞 㻣㻜 㻝㻞㻘㻞㻠㻢
㻝㻥㻠㻜 㻝㻝㻘㻜㻣㻥 㻟㻥 㻝㻝㻡㻟㻞
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